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第１問　古代の政治史に関するＡ・Ｂの文章を読み、下の問い（問１～８）に答えなさい。

Ａ　
（ａ）

孝徳天皇が難波宮で没すると、都は飛鳥地域にもどり、退位していた皇極天皇がふたた

び即位して、斉明天皇となった。
（ｂ）

このころ朝鮮半島では、唐とむすんだ新羅が百済を攻め滅

ぼした。これに対して日本は、百済の復興を支援するために援軍を派遣したが、唐・新羅連合軍

との戦いに大敗した。

　その後、中大兄皇子が、都を近江の大津宮に移して即位し、天智天皇となった。天智天皇の没

後、近江の朝廷をうけついだ天智天皇の子大友皇子と、天智天皇の弟大海人皇子が次期天皇の座

をめぐって武力衝突し、  　　ア　　 が勃発した。  　　イ　　 が地方豪族の協力を得て勝

利し、飛鳥浄御原宮で即位して天武天皇となると、強大な権力をにぎった。
（ｃ）

天武天皇の時代

には国家体制の充実を図る政策が実施され、その死後は皇后が即位して持統天皇となって政策を

継承した。

問１　下線部（ａ）に関連して、孝徳天皇の難波宮の位置について述べた文として正しいものを、

次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 １

① 孝徳天皇の難波宮の位置は、現在の奈良県奈良市にあたり、のちに聖武天皇によって建

立された東大寺の付近である。

② 孝徳天皇の難波宮の位置は、現在の京都府京都市にあたり、のちに豊臣秀吉によって築

かれた聚楽第の付近である。

③ 孝徳天皇の難波宮の位置は、現在の兵庫県神戸市にあたり、のちに平氏政権の貿易拠点

となった大輪田泊の付近である。

④ 孝徳天皇の難波宮の位置は、現在の大阪府大阪市にあたり、のちに豊臣秀吉によって築

かれた大坂城の付近である。
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問２　下線部（ｂ）に関連して、７世紀の東アジアの状況について述べた文として誤っているもの

を、次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 2

① 唐の成立によって国際秩序の構築が進み、唐と結んだ新羅は朝鮮半島を統一するに至っ

た。

② 交易が拡大して日本にも商人がさかんに来航し、銅銭・陶磁器・書籍などが日本にもた

らされた。

③ 唐には周辺諸国が朝貢しており、日本からも遣唐使を派遣していた。

④ 中国東北部の靺鞨族と高句麗の遺民が中心となって渤海国が建国された。

問３　空欄 ア イ に入る語句の組み合せとして正しいものを、次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 3

① ア　応仁の乱 イ 大海人皇子 ② ア　壬申の乱 イ 大海人皇子

③ ア　応仁の乱 イ 大友皇子 ④ ア　壬申の乱 イ 大友皇子

問４　下線部（ｃ）に関連して、天武天皇時代から持統天皇時代に実施された政策について述べた

文として誤っているものを選びなさい。　 4

① 八色の姓を制定して、豪族たちの身分を天皇中心の新しい秩序のなかで編成しなおした。

② 飛鳥浄御原令を編纂し施行した。

③ 記録荘園券契所を設置して、荘園領主から書類を提出させ、基準からはずれる荘園を整

理した。

④ 宮の周囲に京が設定された藤原京に遷都した。

次頁に続きます
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Ｂ　８世紀の初頭、
（ｄ）

藤原不比等は天皇家と婚姻関係を深め、政府の中枢で、大宝律令の整備

などに関わった。不比等の没後は、天武天皇の孫にあたる  　　ウ　　 が右大臣となり、権勢

を誇っていた。７２４年に聖武天皇が即位すると、不比等の子の武智麻呂・房前・宇合・麻呂が

政界に進出した。彼らが力を伸ばすなかで、  　　ウ　　 は謀反の疑いをかけられ、自殺に追

い込まれた。その後武智麻呂らは藤原氏一族から光明子を皇后に立てることに成功するが、４人

ともが天然痘で死亡し、つぎに皇族を父に持つ橘諸兄が政権を握った。７４０年に  　　エ

が、吉備真備と玄昉を排除することを求めて大宰府で大規模な反乱を起こすと、聖武天皇は平城

京を脱出し、その後７４５年に平城京にもどるまでのあいだ
（ｅ）

５年にわたって恭仁京・難波宮・

紫香楽宮などを転々とした。聖武天皇が退位し、孝謙天皇が即位すると、天皇の生母にあたる

オ　　 の信頼をうけた藤原仲麻呂が力を持った。仲麻呂は淳仁天皇を擁立することに成

功し、権力を独占するが  　　オ　　 の死去により孤立し、僧  　　カ　　 を寵愛する孝謙

太上天皇と対立し、挙兵するが滅ぼされ、淳仁天皇は廃されて淡路に流された。

問５　下線部（ｄ）に関連して、藤原不比等と天皇家との婚姻関係について述べた文として正し

いものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 5

① ４人の娘を次々に天皇と結婚させ、後一条・後朱雀・後冷泉３代の天皇の外祖父になっ

た。

② 娘の徳子を高倉天皇と結婚させて、安徳天皇の外祖父になった。

③ 娘の宮子を文武天皇と結婚させて、さらにその間に生まれた皇子と娘を結婚させた。

④ 娘の和子を後水尾天皇と結婚させて、明正天皇の外祖父になった。

問６　空欄 ウ エ に入る人名の組合せとして正しいものを、次の①～④

のうちから一つ選びなさい。　 6

① ウ　長屋王 エ 藤原広嗣 ② ウ　早良親王 エ 菅原道真

③ ウ　以仁王 エ 平清盛 ④ ウ　厩戸王 エ 蘇我馬子
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問７　下線部（ｅ）に関連して、５年にわたって宮を転々としているあいだに、聖武天皇が実施し

た政策について述べた文として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。

7

① 天皇の命令をはやく伝えるために蔵人頭を任命した。

② 国内の人心を安定させるために二度にわたって朝鮮に出兵した。

③ 仏教の力を頼りにし、大仏造立を命じる内容の詔を発布した。

④ 民間の仏教活動を抑えるために行基の弾圧を命じる詔を発布した。

問８　空欄 オ カ に入る語句の組合せとして正しいものを、次の①～④

のうちから一つ選びなさい。　 8

① オ　藤原宮子 カ 鑑真 ② オ　藤原宮子 カ 道鏡

③ オ　光明皇太后 カ 鑑真 ④ オ　光明皇太后 カ 道鏡

次頁に続きます
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第２問　江戸時代の東北に関するＡ・Ｂの文章を読み、下の問い（問９～ 16）に答えなさい。

Ａ　豊臣秀吉は、小田原の北条氏をうちやぶり、さらに ア ら東北地方の諸大名を従

えたことで全国平定を実現した。天皇から日本全国の支配権をゆだねられたと称した秀吉は、奥

羽仕置を実施して、存続を許した東北の大名の領知を新たに確定する一方でいくつかの大名を廃

絶して、また配下の蒲生氏郷を会津若松に配置した。秀吉は、
（ａ）

太閤検地や刀狩、度量衡の統

一などの諸策を次々に東北でも実施し、また朝鮮侵略に東北大名も従軍することになった。

　江戸時代になり、東北には外様大名が多く配置されたが、会津には徳川氏一門の大名である親

藩がおかれ、特に４代将軍家綱の叔父である  　　イ　　 は幼少の将軍を支えた。東北諸藩で

も藩ごとに、藩の行政機構などは異なるが、多くの藩で
（ｂ）

地方知行制がとられていたのも特徴

の一つである。

　東北の諸藩は新田開発による稲作や、山林の木材、銀山・銅山などの鉱山資源に支えられて経

済的に発展していったが、１８世紀に入り、田畑の荒廃などが進み、各藩の財政は悪化していっ

た。そのようななか東北の諸藩のなかには米沢藩の上杉治憲、秋田藩の佐竹義和らが藩政改革に

成功して明君とよばれた。東北諸藩では米沢藩興譲館、会津藩日新館など、藩校の設置も相次ぎ、

学問も発達して、著名な
（ｃ）

学者も輩出した。

問９　空欄 ア イ に入る人名の組合せとして正しいものを、次の①～④

のうちから一つ選びなさい。　 9

① ア　島津義久 イ 保科正之 ② ア　島津義久 イ 徳川光圀

③ ア　伊達政宗 イ 保科正之 ④ ア　伊達政宗 イ 徳川光圀

問 10　下線部（ａ）に関連して、秀吉の行った政策について述べた文として誤っているものを、

次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 10

① 太閤検地により全国的な人民・田地の調査を行うため、地方行政組織の評
こおり

が設置された。

② 検地によって、実際の耕作者を、年貢の負担者として検地帳に登録をした。
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③ 農民を農業に専念させるため、刀狩令をだして、農民の武器を没収した。

④ それまで各地でまちまちであった桝の容量を京桝に統一した。

問 11　下線部（ｂ）に関連して藩の支配構造に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の

組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 11

Ｘ　俸禄制は、家臣が城下町に集住し、大名の領地から納入される年貢米を蔵米として支給され

る制度である。

Ｙ　地方知行制は、有力家臣が領内の領地を中央の貴族や寺社に寄進し、その保護をあおぐ制度

である。

① Ｘ―正　　Ｙ―正 ② Ｘ―正　　Ｙ―誤

③ Ｘ―誤　　Ｙ―正 ④ Ｘ―誤　　Ｙ―誤

問 12　下線部（ｃ）に関連して、東北出身の学者について述べた次の文Ｘ・Ｙと、それに該当

する人名ａ～ｄの組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。

12

Ｘ　秋田藩出身のこの学者は、復古神道を説き、彼の死後も弟子たちの手で彼の教えは豪農や神

職に広く浸透した。

Ｙ　寛政の三奇人の一人ともいわれる仙台藩士のこの学者は、『海国兵談』を出版して海防の重

要性を説いたが、幕政批判とみなされて、松平定信に罰せられた。

　　ａ　本居宣長 ｂ　平田篤胤 ｃ　山東京伝 ｄ　林子平

① Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ ② Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

③ Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ ④ Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ

次頁に続きます
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Ｂ　江戸時代の交通網の発達は、東北にも大きな影響を与えた。陸路では、五街道の一つである

ウ　　 が陸奥国白河まで整備されており、そのさき仙台や盛岡をへて津軽海峡に面した

三厩まで街道は続いており、仙台藩主はおよそ７泊８日ほどで、江戸と国元を移動したといわれ

ている。海運では、出羽酒田を起点として江戸や大坂にいたる
（ｄ）

新しい航路が整備されて、物

流の流れは大きく変わった。出羽村山（最上）地方でとれた特産の紅花は、これらの航路を通じ

て、京都に運ばれて高級織物  　　エ　　 の染料として大量に使われるなど、全国の流通網が

形成されたことで、新しい文化が発展していった。

　しかし、流通網が発達したことで、江戸・上方への廻米が増えたことが、飢饉を悪化させる原

因の一つともなった。天明２年の冷害から始まった
（ｅ）

飢饉は、東北諸藩に大きな被害をもたら

し、例えば津軽藩では、藩の農村人口のほぼ３分の一にあたる８万人以上の餓死者をだした。他

にも盛岡藩は約４万余、仙台藩は１４万～１５万、八戸藩は約３万人の餓死者を出しており、東

北全体からいうと３０万を越える死者が出たとみられる。

（ｆ）
幕末維新の動乱は、東北の諸藩も巻き込み、東北も戦場となり、大きな被害をだしながら、

明治維新を迎えることになる。

問 13　空欄 ウ エ に入る語句の組合せとして正しいものを、次の①～④

のうちから一つ選びなさい。　 13

① ウ　甲州道中 エ 足利絹 ② ウ　甲州道中 エ 西陣織

③ ウ　奥州道中 エ 足利絹 ④ ウ　奥州道中 エ 西陣織

問 14　下線部（ｄ）に関連して、この時期の海運に関して述べた次の文ａ～ｄについて、正しい

ものの組合せを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 14

　　ａ　酒田から日本海を通り、薩摩経由で大坂に至る航路を西廻り航路（海運）という。

　　ｂ　東北から津軽海峡経由で江戸に至る航路を東廻り航路（海運）という。

　　ｃ　東廻り航路や西廻り航路を開いたのは、京都の商人角倉了以である。

　　ｄ　松前や東北の物資を西廻り航路を利用して大坂などに輸送した船を北前船という。
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① ａ・ｃ ② ａ・ｄ ③ ｂ・ｃ ④ ｂ・ｄ

問 15　下線部（ｅ）に関連して、江戸時代の飢饉に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、古いも

のから年代順に正しく配列したものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 15

Ⅰ　天明２年の冷害から始まった飢饉は、翌年の浅間山の大噴火を経て数年に及ぶ大飢饉となっ

た。

Ⅱ　天保３年から４年に、収穫が例年より半分以下の凶作となり、全国的に米不足を招いた。

Ⅲ　享保１７年に天候不順の西日本一帯で、いなごやうんかが大量発生して、稲を食い尽くした

ため大凶作となった。

① Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ② Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ③ Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ ④ Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

問 16　下線部（ｆ）に関連して、東北諸藩と幕末維新の動乱について述べた文として正しいもの

を、次の①～④のうちから一つ選びなさい。なお文章中の年代に誤りはないものとする。

16

① １８６２年、会津藩主松平容保は、将軍後見職に就任した。

② １８６４年、池田屋事件をきっかけに薩摩藩が京都に進撃したが、会津藩などの兵力の前

に敗れ去った。

③ １８６８年、旧幕府軍が降伏して、江戸城は無血開城となったが、東北諸藩の一部は奥羽

越列藩同盟を結んで、新政府に服従しなかった。

④ １８６９年、函館の五稜郭にたてこもっていた西郷隆盛らが降伏して、戊辰戦争は終結し

た。

次頁に続きます
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第３問　戦時～戦後初期の日本社会に関する次の文章を読み、下の問い（問 17～ 24）に答え

なさい。

　日中戦争が始まると、政府は、１９３７年１０月から節約・貯蓄などの形で国民の戦争協力を促

す  　　ア　　 を展開した。また、戦時動員の企画・調整を行う機関として  　　イ を

設け、これを中心に統制経済の建設を進めていった。
（ａ）

１９４０年代に入ると、国民生活に対し

て厳しい国家統制が行われるようになった。一方、
（ｂ）

中国側の国民政府は１９３８年のうちに重

慶に移り、日本軍への抗戦を続けた。

アジア・太平洋戦争の時期には、日本政府は正しい
（ｃ）

戦局を国民に伝えようとしなかったた

め、偏った報道が繰り返し行われた。学校では、
（ｄ）

戦争遂行という目的に沿った教育が行われ

た。

　１９４５年８月に戦争が終結すると、日本は連合国軍最高司令官総司令部（ＧＨＱ／ＳＣＡＰ）

の指示のもと、大規模な政治的改革に着手した。戦時中、官民の重要な役職にあって軍国主義・

国家主義を主唱した者の多くは、  　　ウ によってその地位を追われた。また、戦争に反

対する恐れのある共産主義者・自由主義者などを取り締まっていた  　　エ も廃止された。

連合国は、
（ｅ）

極東国際軍事裁判によって日本の戦争犯罪人を裁いた。ただし、
（ｆ）

戦前・戦時

に官僚として要職にあった者が、戦後日本を代表する政治的指導者となる例もあった。

問 17　空欄 ア イ に入る語句の組合せとして正しいものを、次の①～④

のうちから一つ選びなさい。　 17

① ア　国民精神総動員運動 イ 企画院

② ア　国民精神総動員運動 イ 大政翼賛会

③ ア　新体制運動 イ 企画院

④ ア　新体制運動 イ 大政翼賛会

問 18　下線部（ａ）に関連して、この時期の生活統制について述べた文として誤っているものを、

次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 18
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① 軍需産業に必要な労働力は、一般国民からの徴用によって補充された。

② 国民による反戦運動を抑えるため、破壊活動防止法が制定された。

③ 米などの食糧は、政府が強制的に農家から買い上げた。

④ 砂糖・マッチなどの生活必需品は、切符制によって配給された。

問 19　下線部（ｂ）の政府に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正し

いものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 19

Ｘ　この政府は、アメリカ・イギリスなどの連合国から、物資の援助を受けていた。

Ｙ　この政府を指揮していたのは、抗日民族統一戦線の代表者であった汪兆銘である。

① Ｘ―正　　Ｙ―正 ② Ｘ―正　　Ｙ―誤

③ Ｘ―誤　　Ｙ―正 ④ Ｘ―誤　　Ｙ―誤

問 20　下線部（ｃ）に関連して、アジア・太平洋戦争期の戦局について述べた次の文Ⅰ～Ⅲにつ

いて、古いものから年代順に正しく配列したものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。

20

Ⅰ　日本軍が占領していたマリアナ諸島のサイパン島が、アメリカ軍の攻撃によって陥落した。

Ⅱ　日本軍は、太平洋のミッドウェー島沖でアメリカ軍に敗北した。

Ⅲ　日本軍はマレー半島を軍事占領し、イギリス東洋艦隊を撃退した。

① Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ ② Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ③ Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ ④ Ⅲ―Ⅱ―Ⅰ

次頁に続きます
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問 21　下線部（ｄ）に関連して、戦時期の教育について述べた文として誤っているものを、次の

①～④のうちから一つ選びなさい。 21

① 自由主義的な教育を排除するため、軍の指示によって教科書の墨塗りが全国的に行われ

た。

② 小学校から改称された国民学校で、国家主義的な教育が推進された。

③ 戦争末期には、空襲の恐れの少ない地方に子どもを避難させる学童疎開が行われた。

④ 戦争末期には、大学・高等学校などに在学する文科系の学生の一部が、軍に徴集された。

問 22　空欄 ウ エ に入る語句の組合せとして正しいものを、次の①～④

のうちから一つ選びなさい。　 22

① ウ　公職追放 エ 警察予備隊

② ウ　公職追放 エ 特別高等警察

③ ウ　レッドパージ エ 警察予備隊

④ ウ　レッドパージ エ 特別高等警察

問 23　下線部（ｅ）について述べた文として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。　 23

① 軍や政府において戦争を指導した者は、Ａ級戦犯とされ、一般の戦争犯罪人とは区別さ

れた。

② 終戦後、アメリカのワシントンで開かれた。

③ 昭和天皇に対してどのような刑を科すかが、この裁判の主要な争点となった。

④ 日本政府に対する五大改革の指令内容は、この裁判において決定された。

問 24　下線部（ｆ）に関連して、戦前から戦後にかけて活躍した政治的指導者について述べた次

の文Ｘ・Ｙと、それに該当する人名ａ～ｄとの組合せとして正しいものを、下の①～④のう

ちから一つ選びなさい。　 24
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Ｘ　この人物は、戦前には親英派（親英米派）といわれる外交官であったが、戦後には５回にわ

たって内閣を組織した。３回目の内閣総理大臣のとき、サンフランシスコ平和条約の締結に

よって、日本の主権回復を実現した。

Ｙ　この人物は、戦前・戦時には日本および満州国で統制経済を推進する国家官僚であったが、

戦後には日本民主党（のち自由民主党）に属する政治家となった。内閣総理大臣としては、

日米安全保障条約の改定に努力した。

　　ａ　鳩山一郎 ｂ　吉田茂 ｃ　岸信介 ｄ　佐藤栄作

① Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ ② Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

③ Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ ④ Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ

第４問　各時代の文化に関する下の問い（問 25～ 32）に答えなさい。

問 25　弥生時代の文化に関して述べた次の文Ｘ・Ｙと、それに該当する語句ａ～ｄの組合せと

して正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 25

Ｘ　弥生文化は、中国大陸から日本列島に伝わった水稲農耕を基礎としたが、気候の違いもあっ

て北海道では受容されず、食料採取文化であるこの文化がひき続き展開した。

Ｙ　この道具は、実った稲を穂首刈りするために使う道具である。二つの穴に縄を通し、手に固

定した。

　　ａ　続縄文文化 ｂ　貝塚文化　　

　　ｃ　石包丁（石庖丁）　 ｄ　竪杵

① Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ ② Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

③ Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ ④ Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ
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問 26　古墳時代の文化に関連して、次の図１・２に関して述べた次の文ａ～ｄについて、正し

いものの組合せを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 26

図１ 図２

　　ａ　図１は、３世紀後半ごろから出現した形態の古墳であり、ヤマト王権との関わりが考え

られている。

　　ｂ　図１は、５世紀後半から爆発的に増加し、有力な農民層までが造営した形態の古墳であ

る。

　　ｃ　図２は、古墳の墳丘上に並べられ、葬送儀礼として、また埋葬者の権威を示すことに用

いられた。

　　ｄ　図２は、鉄製の武器や農耕具とともに古墳に副葬された。

① ａ・ｃ ② ａ・ｄ ③ ｂ・ｃ ④ ｂ・ｄ

問 27　飛鳥～奈良時代の文化に関して述べた文として誤っているものを、次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。　 27

① 代表する建築として、飛鳥文化には法隆寺金堂、白鳳文化には薬師寺東塔、天平文化に

は正倉院宝庫がある。

② 代表する彫刻として、飛鳥文化には広隆寺半跏思惟像、白鳳文化には東大寺南大門金剛

力士像、天平文化には興福寺仏頭がある。

③ 代表する絵画として、飛鳥時代には法隆寺玉虫厨子須弥座絵、白鳳文化には高松塚古墳

壁画、天平文化には正倉院鳥毛立女屛風がある。

京都大学総合博物館所蔵
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④ 代表する歌人として、白鳳文化には額田王・柿本人麻呂、天平文化には山上憶良・大伴

家持があげられる。

問 28　平安時代の文化に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正しい

ものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 28

Ｘ　弘仁・貞観文化は、唐の強い影響を受けた文化で、唐風の書が好まれて嵯峨天皇・空海・橘

逸勢は、のちに「三筆」とよばれた。

Ｙ　国風文化は、大陸の文化と日本の文化を融合させたもので、紫式部の『源氏物語』をはじめ

とするすぐれた文学作品が生み出された。

① Ｘ―正　　Ｙ―正 ② Ｘ―正　　Ｙ―誤

③ Ｘ―誤　　Ｙ―正 ④ Ｘ―誤　　Ｙ―誤

問 29　鎌倉時代には、念仏・題目・坐禅という広く人々が受け入れやすい教えを重視する新し

い仏教がおこった。宗派と開祖の組合せとして正しいものを、次の①～④のうちから一つ選

びなさい。　 29

① 浄土宗　―　親鸞 ② 浄土真宗　―　日蓮

③ 時宗　―　一遍 ④ 曹洞宗　―　栄西

次頁に続きます



問 30　室町時代の文化に関して述べた次の文Ｘ・Ｙと、それに該当する語句ａ～ｄの組合せと

して正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 30

Ｘ　この寺院の金閣は、足利義満がたてた北山文化の象徴であり、１９５０年に焼失したが５５年

に再建された。

Ｙ　足利義政がたて、東山文化を象徴する慈照寺銀閣の初層や東求堂同仁斎は、この建築様式の

代表例である。

　　ａ　天龍寺 ｂ　鹿苑寺 ｃ　寝殿造 ｄ　書院造

① Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ ② Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

③ Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ ④ Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ

問 31　安土桃山時代の文化に関して述べた文として誤っているものを、次の①～④のうちから

一つ選びなさい。　 31

① この時代の文化を象徴する城郭建築では、内部を豪華な障壁画が飾った。代表的な城郭

には、豊臣秀吉が京都に築いた伏見城がある。

② 堺の高三隆達が小歌に節をつけた隆達節は、人々の人気を集めた。

③ 京都内外の名所や庶民の生活などを描いた『洛中洛外図屛風』が製作され、なかでも狩

野永徳作が有名である。

④ 武将や町衆のあいだでは茶の湯がたしなまれ、織田信長や豊臣秀吉に仕えた村田珠光が

侘茶を完成させた。

問 32　江戸時代の元禄文化では町人文芸が発達し、多くの文学作品が生み出された。作品名と

作者の組合せとして正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 32

① 好色一代男　―　松尾芭蕉 ② 国性爺合戦　―　近松門左衛門

③ 曽根崎心中　―　井原西鶴 ④ 奥の細道　―　西山宗因

以上で問題は終わりです。




